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  地域のご来賓をお招きしての開催が４年ぶりとなった運動会。グラウンドは活気あふれる雰囲気に包

まれました。大勢の皆様からの声援と注目が、子どもたちの気持ちを高めました。 

 

やる気満々で、練習から全力で取り組んでいる子どももいますが、中には運動が苦手でなかなかやる

気を出せないでいる子どももいます。そんな子どもたち全員が、ゴールに向かって全力で走りました。 

大勢の方が見ているという緊張感、そしてたくさんの応援が子どもたちを変えていくのだと思いまし

た。「緊張するよー」と言っていた子どもがたくさんいましたが、運動会は「緊張する経験」と「成長

の機会」を子どもたちにたくさん与えくれました。 

 

  

 運動会では、赤白対抗で子どもたちが競い合います。

一生懸命にやっている子どもたちを見ていると、赤組

・白組の両方を勝たせてあげたい気持ちになります。  

子ども時代には「負ける悔しさを噛みしめる経験」

も大切なのだそうです。勝ち負けにこだわって頑張っ

てきた子どもたちが味わう「達成感」や「くやしい気

持ち」の感情は、心を育てる貴重な経験となります。 

   

  

みんなをまとめるのは、とてもむずかしいことです。 

応援リーダーのリーダシップだけではなく、全校のみん

ながフォロアーシップを発揮しなければなりません。子

どもたちは、よくがんばりました。 

 閉会式で、団長さん同士が交わした握手の場面がとて

も印象的でした。 

 保護者の皆様、地域の皆様、たくさんのご声援、あり

がとうございました。 

 

一歩  前へ 
地域には回覧 保護者には配付 

～緊張感と達成感、うれしい気持ち、くやしい気持ち～



 

 

コロナ禍においては、教育活動にさまざまな制限がなされていましたが、少しずつ明るい兆しが見えて

きました。各学年では、「生活科」や「総合的な学習の時間」を中心にしながら、教室の外へ子どもたち

の学びの場を広げようと努めています。 

子どもは、地域社会の中で、大人や様々な年齢の人と交流したり、様々な生活体験や社会体験、自然体

験を豊富に積み重ねたりすることで、大きく成長していくと言われます。この地域の豊かな自然環境や、

あたたかい人々とのふれあいから学んでいく子どもを育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１年生 あさがおを育て始めました。 
２年生 農協の方に教わり、野菜の苗

植えをしました。 

３年生 日光寺でけんか祭りについ

て教えていただきました。 

   

４年生 ごみ処理場と資源回収業者を見

学しました。 

５年生 地域の渡辺さんに教わりなが

ら、田植えをしました。 

６年生 ぬながわ森林組合様、地域振

興局の方と学校林整備作業に取り組

みました。 
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